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９
月
８
日
投
開
票
で
実

施
さ
れ
た
沖
縄
県
宜
野
湾

市
の
市
長
選
挙
で
は
、
前

市
議
で
立
民
、
共
産
、
社

民
、
社
大
の
推
薦
を
受
け

た
桃
原 
功
氏
が
１
万
６
，

１
９
５
票
を
獲
得
し
ま
し

た
が
、
元
市
長
で
自
民
、

公
明
の
推
薦
を
受
け
た
佐

喜
真 

淳
氏
が
２
万
４
，

１
７
３
票
を
獲
得
し
て
当

選
し
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
沖
縄
県
統
一

連
と
共
に
、
「
建
白
書
」

実
現
を
め
ざ
し
、
普
天
間

基
地
の
無
条
件
撤
去
を
は

じ
め
様
々
な
草
の
根
の
運

動
で
も
共
闘
を
大
事
に
し

て
と
り
く
ん
で
き
た
桃
原

氏
を
応
援
し
ま
し
た
。 

今
回
の
市
長
選
挙
は
、

松
川
市
長
が
７
月
26
日
に

急
逝
し
た
こ
と
を
受
け
て
の
短
期
決
戦
と
な
り
、
８
年
ぶ
り
に
単
独
の
市
長
選

挙
と
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
投
票
率
が
下
が
っ
た
と
み
ら
れ
、
期
日
前
投
票

に
お
い
て
も
知
事
選
挙
と
同
時
選
挙
と
な
っ
た
２
０
２
２
年
よ
り
８
．
３
３
ポ

イ
ン
ト
下
回
り
、
結
局
前
回
の
市
長
選
挙
の
６３
．
４
９
％
を
１０
．
２
２
ポ
イ

ン
ト
も
低
下
し
、
６
月
に
行
わ
れ
た
県
議
選
44
・
６
５
％
よ
り
は
高
い
も
の
の
、

53
・
２
７
％
と
過
去
３
番
目
に
低
い
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。 

市
長
を
２
期
６
年
務
め
た
佐
喜
真
氏
の
知
名
度
は
高
く
、
加
え
て
今
回
も
徹

底
し
た
「
組
織
戦
」
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
票
を
集
め
る
こ
と
に
、
低
得

票
率
が
有
利
に
働
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
残
念
な
の
は
、
日
米
両
政
府
に
忖
度
す
る
市
政
で
は

な
く
、
「
市
民
が
一
番
、
く
ら
し
が
一
番
」
と
桃
原
氏
が
掲
げ
た
、
深
刻
な
子

ど
も
の
貧
困
問
題
解
決
に
向
け
て
の
「
子
育
て
支
援
四
つ
の
ゼ
ロ
」
（
小
学
校

入
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
国
保
税
ゼ
ロ
・
３
歳
未
満
の
保
育
料
ゼ
ロ
・
小
中
学

校
の
給
食
費
ゼ
ロ
・
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
ゼ
ロ
）
、
若
者
に
は
市
独
自
の

給
付
型
奨
学
金
、
労
働
者
の
賃
金
向
上
に
つ
な
が
る
公
契
約
条
例
制
定
等
な
ど

市
民
本
位
の
政
策
を
、
選
挙
戦
の
カ
ギ
を
握
る
と
言
わ
れ
る
支
持
政
党
を
持
た

な
い
人
々
に
訴
え
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。 

出
口
調
査
に
よ
れ
ば
佐
喜
真
氏
が
支
持
政
党
を
持
た
な
い
人
52
％
の
支
持
を

得
て
い
る
の
に
対
し
、
桃
原
氏
が
４６
％
の
支
持
に
止
ま
っ
て
お
り
、
投
票
に
際

し
て
重
視
し
た
政
策
の
中
で
、「
地
域
の
経
済
活
性
化
」
が
22
・
８
％
、「
子
育

て
・
若
者
支
援
」
が
15
・
３
％
と
比
率
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
悔
や
ま
れ
ま

す
。 さ

ら
に
残
念
な
の
が
や
は
り
普
天
間
基
地
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。 

「
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
」
が
21
・
８
％
と
２
番
目
に
重
視
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
佐
喜
眞
氏
に
多
く
の
票
が
投
じ
ら
れ
た
の
か
と
い
う

こ
と
を
見
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

日
米
両
政
府
は
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
と
説
明
し
て

い
ま
す
が
、
本
来
、
普
天
間
基
地
は
辺
野
古
と
は
関
係
な
く
、
無
条
件
に
閉

鎖
・
撤
去
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
新
基
地
建
設
を
行
う
た
め
に
辺
野
古
の
海
を

埋
め
立
て
る
こ
と
を
、
沖
縄
県
民
は
２
０
１
４
年
18
年
22
年
と
三
度
の
知
事

選
挙
に
お
い
て
も
、
２
０
１
９
年
の
県
民
投
票
に
お
い
て
も
、
は
っ
き
り
と
反

対
の
「
民
意
」
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
佐
喜
眞
氏
は
、
玉
城
知
事
が
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
係
わ
る
沖

縄
防
衛
局
の
設
計
変
更
申
請
を
承
認
し
な
か
っ
た
た
め
に
、「
工
事
が
進
ま
ず
、

市
民
の
基
地
負
担
が
拡
大
し
た
」
な
ど
と
批
判
し
、
岸
田
政
権
が
「
代
執
行
」

を
実
行
し
て
埋
め
立
て
工
事
を
再
開
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
普
天
間
飛
行
場

の
閉
鎖
・
撤
去
に
向
け
た
目
途
が
立
っ
た
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
」
な
ど
と
新

基
地
建
設
を
容
認
す
る
発
言
を
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
ば
か
り
か
、
佐
喜
眞
氏
は
市
長
時
代
、
早
期
返
還
を
合
意
し
て
い
る
は

ず
の
普
天
間
基
地
に
「
補
修
」
と
称
し
て
２
１
７
億
円
も
の
予
算
が
付
け
ら
れ
、

格
納
庫
や
隊
舎
、
雨
水
排
水
施
設
な
ど
の
新
設
、
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
「
必
要
最
小
限
の
工
事
」
な
ど
と
容
認
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
市
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
き
な
が

ら
、
一
方
で
は
平
気
で
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意
か
ら
既
に
28
年
経
っ
て
も
全
く
返
還

さ
れ
て
も
い
な
い
普
天
間
飛
行
場
が
、
あ
た
か
も
今
に
も
返
還
さ
れ
る
か
の
よ

う
に
跡
地
利
用
の
話
を
し
、
「
沖
縄
振
興
は
も
と
よ
り
日
本
経
済
の
起
爆
剤
に

な
る
」
な
ど
と
市
民
を
欺
く
姿
勢
を
、
市
民
に
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

  

11
月
に
も
行
わ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
総
選
挙
に
向
け
て
、
こ
の
様
な
岸
田
自

公
政
権
や
そ
れ
に
お
も
ね
る
者
た
ち
に
と
っ
て
「
不
都
合
な
真
実
」
を
、
し
っ

か
り
と
市
民
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
前
進

さ
せ
る
た
め
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

 

                

安
保
破
棄
ニ
ュ
ー
ス 

Ｎｏ．５６９ 
2024.9.13 

安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員
会 

 

〒
五
四
三
ー
〇
〇
一
四 

大
阪
市
天
王
寺
区
玉
造
元
町
一
七
ー
二
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
ー
六
七
六
三
ー
三
八
三
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
ー
六
七
六
三
ー
三
八
三
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
Ｅ
メ
ー
ル 

 
anpo-

osk@
abeam

.ocn.ne. jp
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 http:/
/
w
w

w
.anpo-

osk.jp
 

 



- 2 - 

 

・ 

 

１
９
６
４
年
９
月
１１
日
に
安
保

破
棄
中
央
実
行
委
員
会
の
前
身
と
な

る
「
米
原
子
力
潜
水
艦
“
帰
港
”
阻

止
、
イ
ン
ド
シ
ナ
軍
事
侵
略
反
対
、

安
保
反
対
国
民
会
議
再
開
要
請
９
．

２３
全
国
統
一
行
動
実
行
委
員
会
」

が
発
足
し
て
か
ら
、
今
年
で
６０
年

に
な
り
ま
す
。 

 

翌
年
１
９
６
５
年
９
月
２４
日
に

は
、
安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大
阪

実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
来
年
で

60
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

 

安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
は
、

50
周
年
の
時
に
「
大
阪
安
保
50
年

史
」
を
編
纂
・
発
行
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

３０
回
に
わ
た
る
編
纂
委
員
会(

内
一

回
は
合
宿
と
し
て
開
催)
を
行
い
、

議
論
を
重
ね
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

 

第
１
章
は
、
「
大
阪
安
保
の
結
成

に
い
た
る
前
史
」
と
し
て
、
日
米
安

保
体
制
の
出
発
か
ら
60
年
安
保
闘

争
の
状
況
を
、
闘
争
参
加
者
へ
の
聞
き
取
り
も
行
い
、
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

年
代
ご
と
に
全
５
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
々
の
情
勢
、
特
徴
的
な

動
き
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
２
０
１
５
年

ま
で
の
安
保
破
棄
運
動
の
歴
史
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
の
在
り
方
を
考
え

て
い
く
上
で
も
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
大
阪
安
保
50
年
史
」
は
、
「
安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員
会

が
５
０
年
を
経
過
し
た
も
と
で
、
か
つ
て
ほ
ど
の
求
心
力
や
基
盤
が
弱
く
な
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
間
、
諸
要
求
貫
徹
に
つ
い
て
、
全
労
連
の

結
成
を
は
じ
め
、
分
野
別
の
運
動
が
育
っ
て
い
る
。
ま
た
、
安
倍
改
憲
に
対
し

て
、
９
条
の
会
や
憲
法
会
議
共
同
セ
ン
タ
ー
の
対
抗
し
た
運
動
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
安
保
廃
棄
の
課
題
を
自
覚
的
に
す
す
め
る
大
衆
組

織
の
意
義
は
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。
新
し
く
か
つ
広
範
な
国
民
運
動
に
寄

り
添
い
参
加
し
て
、
そ
の
自
ら
の
目
的
を
果
た
す
役
割
は
変
わ
ら
な
い
。
」
と

い
う
文
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

在
庫
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
阪
府
内
の
自
治
体
の
中
央
図
書
館
に
贈

呈
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
も
読
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

   

    

 

 諸団体の取り組み、当面の予定など 

 
 
 
９月 
14日(土) 安保破棄中央実行委員会「結成 60周年記念集会」 

13:00～ 東京・全労連会館ホール 
16日(月・祝) 九条の会・おおさか「講演と交流のつどい」 

14:00～ エルおおさか南館ホール 
18日(水)  大阪安保常任幹事会 10:00～ 大阪安保事務所 2階 
20日(金)  大阪安保 23宣伝行動 17:15～ 淀屋橋 
 
10月 
16日(水)  大阪安保常任幹事会 10:00～ 大阪安保事務所 2階 
23日(水)   大阪安保 23宣伝行動 
24日(木) 近畿安保・自衛隊神戸基地視察行動(予定) 

８月の安保破棄大阪実行委員会 23定例宣伝行動を 8月２３日の昼 12時からいつもと同じく大阪市庁舎近くの淀屋

橋で行いました。今回で通算 428回目の 23行動となります。ビラ配布、プラスターをもってのスタンディング「代執

行による辺野古新基地建設工事の中止と普天間基地の無条件撤去を求める請願」署名協力呼びかけ、弁士による訴えを

行いました。10人の参加でした。弁士は、日本共産党、平和遺族会、原水協から出ていただきました。 

 原水禁世界大会の内容などにも触れながら、核兵器の非人道性、核抑止力論の実態などについて訴えました。また、

辺野古新基地建設の現状を示し、遺骨交じりの土を使おうとし

ていることに対する抗議の声もあげました。米不足の問題に関

してもアメリカ言いなりの農政を上げ、安保条約第 2条の経済

条項が大本にあることを示しました。 

 署名にも 2人の方が協力してくださいました。 

 

次回、9月の 23宣伝行動は、9月 20日の夕方 5時 15分から

淀屋橋で行う予定です。 

 


